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ヤマサンショウウオの産卵状況卵数及び卵嚢の形態＊
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富山市科学文化センター
ヤマサンショウウオ（lもﾉ"0〃"sだ""jS）は，1991年
に新種記載され(Nambu，1991)，富山県南部と岐阜県
北部の山地に分布する(Nambu,1991;両生肥虫類調査
研究会，1994)。今回，本種の産卵状況及び卵数.卵雲
の形態等について報告する。
調査地域及び方法
ヤマサンショウウオの調査は,1982年～1984年,1988
年，1991年，1994年に，富山県南部の9ヶ所と岐阜県
北部1ヶ所の計10ヶ所で行った(表1，図1）。調査場
所の標高は，850-1530mの範囲にある。
現地調査では，産卵場所の状態や産卵状況を記録し
た。産卵状況は，卵雲の産みつけられている位置や付
着物を調査した。水深は，卵嚢のある地点の水面から
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表1
水底までの水深(卵雲確認場所の水深)，水面から卵雲
付着点までの水深（卵嚢付着点の水深）及び周辺部の
最大水深を測定した。流速は，小さな枝等（1cm程）
を流して測定した。水温は，卵嚢がある場所付近で，
水銀温度計を用いて測定した。
確認した卵嚢は，卵数を数え，卵の発生段階を沢野
（1943）により記録し，長さ及び幅を計測し，肉眼で
卵嚢表面の状態を観察した。卵嚢の計測方法は，
Nambu(1986）に従い，長さ（付着部より先端部まで》
と幅(長さの'/2の位置の幅）を計測した。また，調査
地点1（立山町芦雌寺)で採集した卵嚢を，水温約12℃
で飼育し，代表的な発生段階の卵嚢の大きさ，含まれ
る卵の卵径を計測した。
調査結果
l産卵状況
1）各産卵場所の概況
調査した10ヶ所の産卵状況は，以下の通りである。
調査地点1（立山町）：1994年4月26日，5月4日，5
月26日調査。小さな谷の下流部の大きさ5×5mほど
の平坦地内にある，大きさ2．5×1.5mの水溜まりであ
る(図2－11)。この水溜まりの脇には，幅50cm，水深
約1cm，流速10cm/秒ほどの谷から流れ出た小川があ
る。水溜まりは流れがなく，また，水の出口には，落
ち葉が堆積するため，出口付近も流れがない。水溜ま
ヤマサンショウウオの調査場所
調査地点蒲緯度経度 植生
富山県
1.立山町芦I晩寺85036.36'Nミズナラ林
137.26'E
2．ノノ90036．36'Nミズナラ林
137.26'E
一
3.大山町有峰134036．29Nオノエヤナギ林・ダケカンバ林
137.29'E
4．ノノ139036.28'Nオノエヤナギ林・ダケカンバ林
137.29'E
5．ノノ120036.27'Nブナ林（チシマザサーブナ群集）
137.25'E
6〃128036.27'Nブナ林（チシマザサーブナ群集）
137.25'E
7.八尾町白木|峰153036.25'Nブナ林（チシマザサー ブナ群集）
l37oE
8利賀村水無139036.17'Nブナ林（ヒメアオキーブナ群集）
l37oE
9．ノノ141036.17'Nブナ林（ヒメアオキーブナ群集）
岐阜県l37oE
10白川村ソウレ山123036．16'N
l36o57'E
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産卵場所の概況．I調査地点2（l，全体の略図；2，Aの拡大；3，群苔類（①）の拡大図（裏側)，II調査地点1，111
調査地点10，1V調査地点7．黒丸，黒い三角，黒い四角は，卵嚢1対を示し，数字は卵嚢番号を示す。IIの黒い四角は4月26
日，黒丸は5月4日，黒い三角は5月26日に確認した卵嚢。矢印は水の流れを示す。斜面は，斜線で示してある。1－2の①は
藤苔類を示す。
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図3 調査地点の景観。A（調査地点4），
B（調査地点10)，C（調査地点
7）．
号，括弧内に卵雲付
着点の水深，卵雲確
認場所の水深，卵嚢
付着物を示す（水深
の単位はcln)。A区
域；卵嚢NOl（2,2；
幅1cmのカサスゲの
葉),NO2（1．5，4；径
2cmの枝),No3（15
4；径1.5cmの枝)，
No4（2,4；4×7.5cm
の落ち葉)，No5（-,
3;-)，NO6（-,3;18
cm×1．1cm×0．7cmの
小石)，NO7（1.5,3；
径8，1m,長さ20cmの
枝)，No8（－，－;-)，
NO9（－，2；－），
No10(2，5;幅0.8cm,
厚さ0.5cmのカサス
ケの葉),No11(1,2.5；
径5mmの草の茎)，
12（1,3;カサスゲの
:蕊雛隷蕊謹鶴
＝
蕊蕊蕊議野“ 藷篭剣ヨ
りは，数cmの大きさの操の上に泥が溜まり，その上に
落ち葉や枝が堆積する。中心部の落ち葉を除いた水深
は約5cmで，泥の厚みは約8cmである。水溜まりには
大きさ90×60cm，厚さ1cmの板があり，半分は水中に
沈んでいた。4月26日（晴）の水温は，水溜まり中央
部で13.2℃（12時30分)，泥の中は10.8°C（13時40
分)，小川は8.9℃（12時30分）であった。
水溜まりには，カサスゲが生え，周辺部には，チシ
マザサやユキツバキ，マルバマンサク，ハイイヌガヤ
等の低木が生える。周辺部の林はミズナラ林である。
卵嚢は，水溜まりに堆積する落ち葉，枝，板の下面
等に付着していた。4月26日に4対（st.lが3対，st
9がl対)，5月4日に13対（st3が2対，st8が3
対，st,9がl対，st・10が3対，stllが3対，stl3がl
対)，5月26日に9対(st25が4対，st､24が2対，st､34
がl対st35が1対，st41が1対）の計26対を確認し
た。
産卵場所は3区域，すなわち，落ち葉の堆積する部
分（A)，板の下（B)，水の流出部の落ち葉が堆積す
る部分（C）に区分できた（図2－11)。確認された26
対の卵嚢の内,A区域で最も多く見られ計12対が,B区
域では10対，C区域では4対見られた。
卵嚢の水深と付着物を以下に示す｡図2－11の卵嚢番
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根）：B地域；13（25，3；幅1cmのカサスゲの葉)，
No14（25，3；板)，Nol5（3,4.5；板)，Nol6（3,4.5；
板)，No17（25，3；板)，No18（2,-;－)，Nol9（-,3；
板)，No20（0,3；径5mm，長さ9cInの枝)，No21（1,3；
径511Ⅲ1，長さ20cmの枝)，No22(1,3;径5mm，長さ20cm
の枝;No21と同一の枝）：C地域；No23（1,1;‐)，
No24（-,-;落ち葉)，No25（1,2;5×10cmの落ち葉)，
No26（1,2;幅0.6cmのカサスゲの葉)。卵嚢同士が最も
近接して産みつけられていた距離は，No21と22の3cm
であり，発生段階はst,24とst､25であった。25対の卵
嚢は落ち葉や板に隠れ，外からは見ることができなか
ったが，1対（卵雲Noll）は，水中の草の茎に付着し、
水面外から卵嚢全体を見ることができた。
それぞれの区域でまとめた水深（平均値±標準偏差￥
調査地点数，最小一最大;単位c､）を以下に記す。A区
域；卵嚢付着点の水深L6±0.42(N＝8,1-2)，卵雲確
認場所の水深3．2±0．93（N＝11,2-5）；B区域1.9±
LO4（N＝9,0-3)，3．3±0．66（N＝9,3-4.5）；C区域
l(N＝3)，17±0．58(N＝3,1-2）；3地域の合計1.7±
0.8（N＝20,0-3)，3．1士095（N＝23,1-5)。
4月26日にはオス15個体が水底の落ち葉の下や泥の
中で確認された。また，越冬幼生5個体を確認した。
調査地点2（立山町）：1994年5月26日調査。長さ15
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m，幅5mの谷下流の平坦地内の湿地である（図2－
1）。源頭部からは，湧き水が流れ，大きさ4×2mの
水溜まりを形成する。水溜まり等から溢れ出た水は幾
筋もの流れを伴う湿地を形成し，中央部には泥が堆積
し，その上にはスゲ類が生える。スゲ類は，水際にも
生える。底質は，泥と1－2cmほどの操が混じり，所々
10-20cmの操がある。
卵嚢は，源頭部の水溜まり（A)，湿地内の水際に生
えるスゲ類の根元（B）の窪みの2ヶ所，下流部の石
や枝，落ち葉によって流れがせき止められてた部分
（C）で合計19対十2個見られた。
A区域では，卵嚢は，枝,落ち葉，蘇苔類に計13対十
1個付着していた。図2－1の卵嚢番号と卵の発生段
階，卵嚢付着物を以下に示す。A区域；卵嚢Nol（st
37;径25mm，長さ6.5cmの枝)，NO2と3（どちらもst
41;径5mm，長さ30cmの枝で同一付着点)，No4(st37：
No3の卵嚢)，No5（st25;6×3cmの落ち葉)，No6(st
37;径21nln,長さ7cmの枝),No7－ll(No7はstl9,No8
はst､27,N09はst,34,No10はst､25,Nollはst､34；15×
13×3cmの蘇苔類の裏)，Nol2(st､24；5．5×9.5cmの落
ち葉)，No13(st､24;スギの葉)。蘇苔類の付近には，付
着物不明の卵嚢l対が見られた｡蘇苔類に付着する卵嚢
の付着点の水深は3cm，水深は5cmであった。この水
溜まりは流れはほとんどなく，底質は泥で，最大水深
は5cInであった。
B区域では，1ヶ所はスゲ類の根元の窪みで，径2
m､lのスゲ類の茎にl対見られ(No14，st,41)，他の1ヶ
所も幅30cmほどの流れの水際に生えるスゲ類の根元の
直径10cm，水深4cm程の窪みで，根に卵嚢2対が同一
点で付着し(NC15，16；どちらもst41)，卵嚢の一部が
表面に出て外から見ることができた。周辺の流速は毎
秒lOclnであった。
C区域は，幅50cm，水深5cmで，流れをせき止めた枝
や落ち葉に，3対十1個の卵雲が見られた。卵嚢付着
物は以下の通りである。C区域；Nol7(st36;長さ10cm
のスギの葉)，No18(st40；大きさ3×1cmの落ち葉の
一部)，NO19(st､42;径3mm，長さ4cmの枝)，No20(st
40で1個のみ;付着物不明)。流速は，毎秒10cmであっ
た。C区域の卵嚢は，流れのため浮き上がり，水面外
から見ることができた。
水温は，A区域の水溜まり中央部の蘇苔類が生える
部分で100°C，周辺部で12.8℃，C区域の谷下流部で
11．8℃であった。
なお，谷下流の水溜まりには，クロサンショウウオ
の卵嚢も見られ,卵雲の色彩の割合は既に報告した(南
部，1990)。
調査地点3（大山町有峰）：1983年6月3日調査。ヤナ
ギ類の繁茂する谷の湿地である。湿地内のヤナギの根
元の窪みに卵嚢4対が確認された。水温102°C・
調査地点4（大山町有峰）：1982年5月18日調査。真川
右岸に隣接する崖から惨み出た水によって形成された
大きさ10×20mの湿地である（図3A)。
卵雲は湿地内にある倒木の下面(水温12.6℃)，蘇苔
類の根元(水温10.5℃)，湿地内を流れる幅50cmの小川
内にある水溜まり中（水温12.5℃）等で計15対確認さ
れた。湿地内の倒木は直径20cm，長さ2.4mで，下面は
水に浸っている。倒木の下の底質は砂操で，水深は約
3cmである。卵嚢は倒木の下面に3対付着していたが，
その内2対は4cm離れ，この2対よりさらに70cm離れ
たところに1対が付着していた。倒木のすぐそばに生
える蘇苔類の根元の，深さ5clnの窪みに計4対,他の2
ヶ所の窪みにそれぞれ2対と1対，ヤナギの根元にl
対見られた。これよりさらに5m離れた小川内の水溜
まりには，直径30cm，長さ170cmと直径30cm，長さ70cm
の倒木2本が重なり，後者の倒木の下面に卵嚢3対が
付着し，水深は3cmであった。その他に，騨苔類の根
元にl対見られた。本産卵場所から離れた水溜まりで零
越冬幼生が確認された。本調査地点は，ヤマサンショ
ウウオの模式産地であったが(Nambu,1991)，道路工
事のため消失した。
調査地点5（大山町有峰）：1984年6月20日調査。林道
脇の幅30cin，最大水深5cmの素堀の溝で，流速は早い
場所で毎秒15cmであるが，枝や落ち葉が堆積するとこ
ろでは遅くなっている。卵嚢は，溝の枝や落ち葉に10
対十1個付着していた。付着物が特定できた卵雲は，
径3mmの枝に1対，径2mⅢの枝に2対，幅3mmの枯れ
草に2対(同一付着部)，落ち葉に3対であった。水温
11．2℃・
周辺の植生は,胸高直径30-40cmのブナが優占するブ
ナ林である。高木相と亜高木相にブナとミズナラが混
生する。低木相には，オオバクロモジ，タニウツギ，
ムラサキヤシオ，ブナ，ハウチワカエデ，草本では，
オオイワカガミ，シシガシラ，オヤブキショウマ，イ
ヌガンソク，ブナが生える。
調査地点6（大山町有峰）：1991年6月7日。林道脇の
10×1m，最大水深5cmの湿地で，落ち葉が堆積する≦
水温15.0℃・卵嚢は合計25対曇見られ，付着物が特定で
きた卵雲は，落ち葉に3対，石（大きさ20cm×20cm×
5cm）に2対である。
調査地点7（八尾町白木峰）：1984年7月6日調査。幅
1.5mの沢の岩盤から水が滝状に流れ落ちる大きさ
L5×1m，最大水深が約30cmの水溜まりである（図
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表2ヤマサンショウウオの産卵場所の水環境の概要 る。
調査地点8（利賀村水無）：1988
年6月15日調査｡300m×4kmの
大きな湿原内の幅L5m,長さ約
15m，水深約30cmの水溜まりで
ある。卵嚢は，幅20cmの倒木の
下面に計17対見られた。周辺は
ブナ林である。
調査地点9（利賀村水無）：1988
年6月15日調査。調査地点8の
湿原周辺にある谷の湿地。水際
の幅50cm，長さ約5m，水深5
～10cmの水溜まりである。卵雲
は，幅20cmのブナの倒木の下面
に11対，ブナの樹皮，落ち葉，
蘇苔類に計7対付着していた。
調査地点10(白川村）：1983年5
月20日調査。幅約50mの谷の左
岸側の河川敷内にある大きさ
8×5m，水深約50cmの水溜ま
りで（図2－Ⅲ，図3），池には
水が流れ込んでいる。水温
10.5℃･
卵雲は，池中央部の水底の枝
に2対,池の水際の草の根に3.5
対付着していた。3対はst､9で
あった。水底で見られた卵雲は，
今回観察した産卵地点中で，最
も深い水深で，水面外から確認
できた。なお，この池には，ク
ロサンショウウオの卵嚢も見ら
れ，卵嚢の色彩の割合は既に報
告した（南部，1990)。
産卵場所
水温（調査日）調査場所
大きさ'） 流速形態
富山県
1.立山町芦附寺湿地（単一）Aa（2.5×15m）
2．ノノ湿地（混在）Ab（15×5m）
水溜まり（4×2m｝
小川（幅50cm）
3.大山町有峰湿地（単一）Aa
4．ノノ湿地（混在）AC（20×10m）
5ノノ溝（単一）D（幅0.3m）
6．ノノ湿地（単一）Ab（10×1m）
7.八尾町白木峰沢（単一）C（1.5×1m）
8利賀村水無水溜まり（単一）Ab（15×15m）
9．ノノ湿地（単一）Aa（5×0.5m）
岐阜県
10白川村ソウレ山池（単一）Bb（8×5m）
0cm/秒13.2.C（19944.26〉
0cm/秒
10cm/秒
0cm/秒害
0cm/秒
15cm/秒
0cm/秒定
10cm/秒
OcIn/秒
OcIn/秒
0℃,12．8.C（1994.526）
8℃（1994.5.26）
2℃（1982.6.3）
5,12.6℃（1982.5.18）
2℃（1984.6.20）
0℃（1991.6.7）
0℃（1984.7.6）
lO
ll
lO
lO
ll
l5
12
0cm/秒10.5℃（1983.5.20》
l）分類は本文参照。＊わずかにあり。
表3ヤマサンショウウオの産卵地点の水深
調査水深（cIn）＊
，聯最大水深鮮臓卵撫点
卵嚢の付着物調査場所
富山県
1.立山町芦雌寺水溜まりの落ち葉，枝，板
2．ノノ水溜まりの蘇苔類
3.大山町有峰湿地内の小川のヤナギの根元
4ノノ湿地内の倒木
蘇苔類の根元
5．ノノ溝の落ち葉等の堆積物
6ノノ水溜まりの落ち葉等の堆積物
7.八尾町白木峰水際の石，ビニール
8利賀村水無水溜まりの倒木
9．ノノ湿地内の倒木，落ち葉，蘇苔類
岐阜県
10.白川村ソウレ山水際の草の根
水底の枝
????‐??????????）、???????（??
??????
???
ー
? ? ? ????????
?
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3
50
???????
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50
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*各地点の平均的な値を示す空
2－Ⅳ，図3）。底質は最大で20cmほどの操である。水
温は12.0℃・
卵嚢は，水際の小石（2.5×2．5×3cm）に2対（2
対ともstl3)，捨てられていたビニール袋の下面に2
対(stllと12)の計4対付着していた。卵嚢のあった場
所の水深は8cm，付着点の水深は3cmであった。タゴ
ガエルの卵も見られた。
植生は，ブナーチシマザサ群集の上限にあたり，ブ
ナ，ナナカマド，ヒロハユキザサ，ヤマソテツ，ツリ
ガネツツジ，ミヤマイタチシダ，モミジカラマツ，ム
シカリ，チシマザサ，ショウジョウバカマ，ミヤマシ
シガシラ，ミヤマカンスゲ，ムラサキヤシオ，キバナ
ホトトギス，ミツバオウレン，マイヅルソウ等が生え
以上の10調査地点のうち6ヶ所が，山地内の谷下流
の平坦部分にある湿地や谷周辺部の湿地内の水溜まり
であった（調査地点1,2,3,4,6,9)。水溜まりと流れの
ある部分が混在する産卵場合が2ヶ所見られた（調査
地点2,4)。1ヶ所は人為的に掘られた素堀の溝（調査
地点5）であった。流れがあり，底質が操の沢は1ヶ
所で見られた(調査地点7）。湿原内の産卵場所は1ヶ
所で(調査地点9），河川敷内の水溜まりは1ヶ所で見
られた(調査地点10)。産卵場所となる水溜まりには流
れは無いが，谷川の水が流れ込んだり，湧水が出てい
る。水溜まりの底質は泥であるが，周辺部や谷の底質
は篠と泥が混じることが多い。
F縁
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各調査地点で確認した全卵嚢数は，26対（調査地点
l)，19対十2個（調査地点2），4対（調査地点3），
15対（調査地点4），10対十1個（調査地点5），25対
（調査地点6），4対（調査地点7），17対（調査地点
8），18対（調査地点9），5対十1個（調査地点10）
であった。
産卵場所周辺の植生は，5ヶ所がブナ林，2ヶ所が
オノエヤナギ林・ダケカンバ林，2ヶ所がミズナラ林
であった（表1）。
2）産卵場所の水環境
調査した10地点の産卵場所の水環境を，大まかに次
の様な基準で分類した。
A：水溜まり(湿地）；最大水深30cm以内で，水流は
全くないか（Ocnl/秒)，あっても5cm/秒以内。
B：池；最大水深30cm以上で，水流はない（0cm／
秒)。
C：小川；5cm/秒以上の流速がある。底質は操で，
川幅は1m以内。
D：溝；人為的に掘られ，幅は1m以内。
水溜まりと池の場合は，面積を次の様に区分し，上述
の区分と組み合わせた。
a：面積25㎡以内
b：25㎡～100㎡
c：100㎡～400㎡。
産卵場所が限られた水域にある単一型と，異なった
水域が混じる混在型を区別した。水溜まりや湿地は，
その境界が暖昧であり，産卵場所の面積を決定するに
は，困難な場合が多いが，卵嚢が発見された場所を中
心におおよその範囲を産卵場所の面積とした。
調査した10ヶ所のうち，単一型の産卵場所は，8ヶ
所であった(表2）。8ヶ所の内，5ヶ所が水溜まりで
あり，そのうち3ヶ所が25,f以内（Aa）の小さな水溜
まり（調査地点1,3,9)，2ヶ所が25-100㎡（調査地点
6,8)であった。残りの単一型3ヶ所の内，1ヶ所は池
（調査地点10,Bb，大きさ5×8m，深さ50cm)，1
ヶ所は沢(調査地点7）,残りの1ヶ所は溝であった(調
査地点5）。混在型2ヶ所の内1ケ所は（調査地点
2），15×5mの湿地内に，水溜まり（Aa）と小川が混
在し，一部に小さな産卵場所が点在しており，他の1
ヶ所は(調査地点4），湿地内数ヶ所に小さな産卵場所
が点在していた。
流速は，流れがほとんど無い（0cm/秒）地点が多
く，10産卵場所の11地点のうち8地点を占めた（調査
地点1，2の水溜まり，3，4，6，8，9，10)。流れのある産卵
6噂
場所は，調査地点2の小川の10cm/秒,調査地点5の溝
の15cm/秒及び調査地点7の沢の10cm/秒の2産卵場所
3地点であった。水温は，調査した9地点は，10-15℃
の範囲にあった（表2）。
産卵場所の水深を表3に示す。同一産卵場所で，か
なり異なった環境の産卵地点がある場合は区別した，
最大水深は，10産卵場所12地点中9地点が水深10cm以
内の浅い場所であった。卵嚢確認場所の水深は10地点
が5cm以内，卵雲付着点の水深は，3cm以内が11地点
であった。今回，卵嚢確認場所の最大の水深は，池の
水底にある卵雲で，50cmであった。卵嚢確認場所の水
深が10cm以内の場所の卵嚢付着点及び卵雲確認場所の
水深(平均値士標準偏差，調査地点数，範囲；単位c､）
は，2．3士0．32（N＝12,1-5）及び4.8±0．39（N＝12,
2-8）であった。
3）卵嚢付着物の種類
卵嚢付着物の種類を表4，図4に示した。卵雲付着
物は，調査した103対の卵嚢の内，倒木の下面が最も多
く30.1％を占めた。草の根や蘇苔類のような不定型の
もの20.4％，葉20.4％，枝146％であった。板やビニ
ールのような人工物に7.0％，石に4.9％見られた。と
げ状の表面のスギの葉に2対，ヤマサンショウウオの
卵嚢に付着する卵雲が1対見られた（図4F)。卵雲
は，付着物の表面の状態とは関係なく色々なものに付
着する。
卵嚢は水中の落ち葉などの堆積物に隠れたり，草の
根元に付着するため外からは見えない場合が多い｡103
対の内，8対は外から見ることが出来た。直立した草
の茎に付着したl対(調査地点l），水底の枝に付着し
た2対（調査地点10）水位が低下したため出現した思
われる藤苔類の根元の2対（調査地点2のB区域）と
流れのために浮き上がったと思われる3対（調査地点
2のC区域）である。しかし，最初から，水面外から
見える場所に産卵されたのは，直立した草の茎の1対
と水底の2対だけであった。
|｜卵嚢の形態及び卵数
1．卵嚢の形態
卵嚢は透明な薄い外皮に包まれ，羊の角のような形
をしている(図4）。外皮は不規則な横雛が多数認めら
れるが，佐藤（1943）が報告しているトウホクサンシ
ョウウオに見られるような規則正しい縦条は，観察し
た103対全てで見られなかった。
卵嚢の巻き数は，121個の卵嚢の内，1．0回が16個，
15回が81個，20回が23個，2.5回が1個で，15回が
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図4．主な卵狸付着物A・葉，B･蘇苔類，C、枝，D，茎，E・石，F・卵誕，G・倒木
表4ヤマサンショウウオの卵嚢の付着物
?
利賀村 白川村
10
大 山町
45
八尾町
7
調査場所
地点NO
立山R'二
105調査卵誕数(対）
『?????ー?
18411ワ1白上
21(20.4％）
15
6
3(16.7％；
3
5(62.5％）
3
2
3(6()％う
3
3(167％；
3
7(33.3％》
3
4
葉
楕円形の葉
細い葉
??
?
2(11．1％）2(100％｝
2
2
21(20.4％）
11
10
1(4.8％）7(38.9％）4(100％）
7
5(45.5％3
1
4
1
不定型のもの
草の根
藤苔類
『??、?﹈
?
15(14.6％》
13
2
7(33.7％｝
5
2
5(27.8％｝
5
3(37.5％］
3
枝，茎
直径1cm以内
直径1～2cm
??
????
5(4.9％）
3
2
2(50％］
2
2(4()％）1(4.8％）
1
石
5cIn以内
5cm～
??
，
??
?
31(30.1％）
29
2
12(100％）13(72.2％｝
1211
2
6(54.5％：
6
倒木
直径50cIn以内
樹皮
7(7.0％）
5
2
2(50％｝
??』
5(238％？
5
F
1‐
2－
3(2.9％）
2
1
その他
スギの葉
ヤマｻﾝｼｮｳｳｵのり腰
3(16.7％｝
2
1
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表5ヤマサンショウウオの卵嚢の発生段階毎の長さ
と幅
さくなる傾向がある。stlOとst35の卵嚢の大きさ(平
均値士標準誤差，調査個体数，範囲；単位ⅢⅢ）は次の
通りである。st､10；長さ97．1±5．38（N＝24,70-
160)，幅123±0.24(N＝24,10.3-15.1）：st35；長さ
131.1±4．15（N＝28,105-186）；幅12．9±0．19（N＝
24,103-14.2)．
難N 長さ(mmf 幅(111m＞
????﹈（????〕?ー?????、〕?「??、????????ー （、????? 〉 ? 』（???? ? ? 〕?ー
『??『??「??『??『?????『??『???『?????「??『??
??（ （ （、 ??? 』 ?? 』 ー〈?? ?????ー ー （ 〕「 ?（ ↓ ???
??????
??』? （ ． ???〉〈 ? ???? （ ?? ??〈 （ 〉? 』 ??????? ? ー 』??…???（〉《????》《???????（??? 」?》｜‐」?） ? ? ? ? ?‐」 〉 ‐ ー ョ …
?????????????????????
?、 ?‐ 』 ? ?、〕 ??） 〈 ? 〈 、
??????????
????????????、?﹈????????? 『???
21（8.7-8.0）
26(10.7-13.0）
26(11.2-13.0）
24(10.3-15.1）
15(lQ4-l44）
24(11.2-15.3）
18(12.0-15.2）
26(10.8-15.2）
19(10.3-14.2）
17(11.9-144）
30(12.0-152）
37('10-15.1）
29(10.3-14.0）
?? ? ???? ?? ? ??? ? 、? ? ??? ??? ?? ? ?? ???? ?????????。、??????ー ， 、 ?、 ﹈ 〕、 、 ョー
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2．卵数と卯径
8地点の卵数を表6に示す。8地点を合計した一腹
（l対）卵数の平均値は30.7個（N＝86)，各調査地点
の最小平均値は25.1個(N＝10,調査地点4），最大平
均値は35.1個(N＝19，調査地点2），一腹の最小は18
個，最大は51個であった。同様に，1卵雲中に含まれ
る卵数の平均値は，15.4個（N＝182)，最小平均値は
122個（調査地点4），最大平均値は18.3個（調査地点
2），1卵雲中に含まれる最小の卵数は7個，最大は29
個であった。卵数差の平均値は，3.6個(N＝74)，最小
平均値は18個(N＝5，調査地点10),最大平均値は45
個(N＝4，調査地点3），最小は0個，最大は14個で
あった。1卵雲中に占める死卵数の割合は，8地点全
卵嚢の平均値で47％（N＝155)，最小平均値は0.3％
（N＝16,調査地点9），最大平均値は8.4％（N＝2X
1993年調査地点4），1卵雲の最小は0％，最大は
667％であった。
上段は47個の飼育卵拠の値，下段は，同一飼育卵嚢（7対）の
値を示す。データは，平均士標準誤差（最小一最大)。
最も多く81％を占めた。6産卵場所の巻き数は以下の
通りであった。調査地点1（N＝48;6,30,11,1）；2
（N＝38;5,27,6,0）；4（N＝9;0,7,2,0）；5（N＝14；
2,10,2,0）；7（N＝6;1,4,1,0）；10（N＝6;2,3,1,0）
卵雲の大きさは，長さは発生段階が進むに従い大き
くなり，僻化直前まで続く（表5）。幅は，st､25までわ
ずかに大きくなり，その後，ふ化直前までわずかに小
調査地点lの卵径を，l対
の卵雲中の卵10個の平均値
（l卵雲中5個計測）で示す
と(表7），st・10（9対の卵嚢〉
では，2．81，2．82，2．99，
3．10，3．11，3．17，3．20，
3．26，330，1111で，全ての卵の
最小は2.76mm，最大は3.36mⅢ
st､11（11対の卵嚢）では，
2．88，2．87，2．98，3．05，
3．13，3．18，3．18，3．19，
3．29，3．34，3．08mmで，全て
の卵の最小は2.80mm，最大は
3.40mmであった。
卵列（卵嚢中央部）は，1
個叉は2個で，各調査地点の
頻度は以下の通りである。調
査地点1（N＝50：1個，18卵
雲;2個，32卵嚢)，2（N＝37：
17;20)，3（N＝6:O;6)，4
（N＝10:0;10)，5（N＝15：
15;0），7（N＝5：4；1），
表6ヤマサンショウウオの卵数
卵数
調査地点 N卵数差N死卵率（％）
N1卵嚢Nl対の卵嚢
富山県
1.立山町芦||晩寺4915．5±0．502431．3士1.0C
（9-23）（20-42）
2.立山町芦雌寺3818．3士q751935．1±1．52
（9-29）（23-51）
3.大山町有||犀814±1．30428±2.55
1983（8-20）（21-33）
4大山町有|峰2312．2±0.691(）25J±1．04
1983（7-21）（20-29）
4大山町有|峰914．1±0.92429.5±2.06
1982（9-17）（25-33）
5.大山町有||犀21131±Q678261士175
（7-19）（18-35）
7八尾町白木l峰812．9±0914258±138
（9-15）（23-29）
9.利賀村水無24165±0．691233士160
（11-23）（25-44）
'1皮阜県
10.白川村ソウレ山11158±0．82532．2±1．83
（12-21）（29-38）
24 3.9±0．63
（0-10）
4.1±0．77
（0－11）
4.5±1．55
（0-7）
3.7±1．43
（0-14）
1.5±0．50
（1-3）
3.4±1．07
（0-10）
3.8±1．11
（1-6）
3.2±0．73
（()-8）
1Q
X，' 4．7±1．9
(0-66.7）
5.8±1．89
（()-60）
0.6±0．63
（0-5.0）
8.4±2．12
(()-33.3）
0
（0-()）
4.3±2．86
(0-57.1）
4．5±1．7
(0-11.1）
0.3±0．3
（()-53）
19 r）弓･〕／
10
ITT
乙上
?????〕
12 16
51．8±0．49113．7±1．03
（1-3）（0-8.3）
平均琴 18215．4±0．308630．7±0．6786
（7-29）（18-51）
3.6±0．331704．7±0．8:：
（0-14）（0-66.7〉
*有I|産1982を除く，全ての調査地点の全卵蕊の平均±標準誤差(最小一最大)｡有峰1982は参考データ簿，
戸壷
りこ
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点が水深10cm以内，卵雲確認場所の水深は10地点が
5cm以内，卵雲付着点の水深は，3cm以内が11地点
であった。
6）流速は，10産卵場所11地点中，8地点が0cm/秒，
2地点が10cm/秒，1地点が15cm/秒であた。
7）水温は9地点で，10-15°Cの範囲にあった。
8）1産卵場所の最大確認卵雲数は26対であった。
9）103対の卵雲の付着物は，倒木の下面30.1％，不定
型のもの204％，葉20.4％，枝14.6％，人工物7.0％≦
石4.9％で,95対は水面外から見ることが出来なかった≦
10）卵嚢は透明で，形は羊の角状。L5回巻くものが
81％を占め，卵列は1～2個。外皮には縦条は認め
られない。
11）卵嚢の大きさ（平均値±標準誤差，調査個体数，
範囲；単位nlnl）：st､10；長さ97.1±5．38（N＝24,70
-160)，幅12.3士0．24（N＝24,10.3-151）：st,35；
長さ131.1士4．15（N＝28,105-186);幅12.9±0．19
（N＝24,10.3-14.2)．
12）8地点全ての一腹（1対）卵数の平均値は，30．7
個(N＝86)，最小平均値25.1個(N＝10)，最大平均
値35.1個(N＝19)，全卵嚢の最小は18個，最大51{凪
13）l卵雲中の死卵数の割合は，8地点の全卵嚢の平
均で47％，最小は0％，最大は667％であった。
14）9対の卵雲中の卵径の平均(調査地点1，st､10）
の最小は2.81mm，最大は3.30mm．
表7ヤマサンショウウオの卵径
卵径＊卵嚢
対NON
??????
『??→』?）
st.’：
2.81±0．01(2.76-2.8雌
2.82士0．01(2.76-2.88］
01(2.84-2.96）
01(2.80-292）
01(2.92-304）
02(3.00-3.20）
02(3.00-3.20）
01(3.12-3.24）
??、?〕???‐????????ー???〈????〕??????
???
???? ??????? ? ? ? ? ?
01(2.96-3.04）
02(3.04-3.20）
01(3.04-3.16）
01(3.12-3.24）
01(3.08-3.20）
99±0
10±0
11±0
18±0
17±0 01(3.16-3.20）
01(3.16-3.20）
01(3.24-3.40）
02(3.20-3.40）
01(3.04-3.12）
?????? ? ? ? ????
3.26±0.02(3.20-3.32）
3.30±0.01(3.20-3.3住
*平均値±標準誤差（最大一最小〉
10（N＝6:0;6）；合計（N＝129:54;75入
3．リ隙化と越冬幼生
調査地点1（立山町）で，1994年4月26日に採集し
た卵雲中の卵の発生段階がst.lであった，5卵雲中に
含まれる卵の約半数が僻化した日数は，35日が2卵嚢￥
36日が2卵嚢，41日が1卵嚢であった。同地点の鵬化
時の幼生の発生段階は，7卵雲中の93個体で，st､45が
66個体（71％）と最も多く，st46が15個体（16．1
％)，st､44が12個体(12.9％)であった。12卵雲からの
僻化直後(st､45-46）の幼生65個体の大きさ（平均値士
標準誤差，範囲）は，173mm士0．11（15.4-19.1）であ
った。9卵嚢のst､45-46の54個体の幼生全てにバラン
サーが認められた。
越冬幼生は，10調査地点中2地点（調査地点1,4）で
確認された。
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植生について御教示いただいた太田道人氏に感謝致
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摘要
1）1982～1994年にかけ，富山県9ヶ所と||皮阜1ヶ所
で，ヤマサンショウウオの生息調査を行った。
2）産卵場所の立地条件は，6ヶ所が谷周辺部の湿地。
1ヶ所が大きな湿原内の水溜まり，1ヶ所が底質が
操の沢，1ヶ所が溝，1ヶ所が河川敷内の池であっ
た。
3）8ケ所の単一型の産卵場所の内，5ヶ所が水溜ま
り（3ヶ所が25㎡以内，2ヶ所が25-100,f)，池，
溝，沢がそれぞれ1ヶ所であった。水溜まりや小川
等が混じる混在型の産卵場所は2ヶ所であった。
4）植生は，5ヶ所がブナ林，2ヶ所がオノエヤナギ
林・ダケカンバ林，2ヶ所がミズナラ林であった。
5）産卵場所の最大水深は，10産卵場所12地点中9地
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南部久男
調査地点2（立山町：1994年5月26日§付表1
各調査地点の卵嚢の大きさ，卵数（調査地点1，2
の卵嚢番号は図2の卵雲番号と対応する。発生段階の
＊はおおよそを示す｡）
卵愛の
捲き数卵列
????
卵嚢(m､）卵数死卵数 卵の
発生
段階長さ幅数差合計数割合(%）
???????
?????1301童 14.音
Q51U
1501言
???????
?｜?
15．3
15．9
1．5
40
1．51
ウ32凸
42
調査地点1（立山町：1994年4月26日:；
310．3401．52????
卵嚢(､､）卵数死卵数 難
段階
蕊＆ 1.聯1肩
lりご
15
26
1141卵列
長さ概数差合計数割合(%） ??
12
16
433，2
00
??
4281151： 21
21
????、?
?
042
115唾 ??
1401雲 22
12
14．5
325．審
103462
?? ?? ???、?????〔?????。
??? 1351言028
73
’8，3 1．5
q7
UD
1．5
02465 9
18
｜???????｜〈?????????
??? 18.恩927
45
9812 00
16.島
1.5
1.5
17
16
659
759
12
19
133
?? ?????《????》????
??
?
lOOl量73：』
?????｜?
O零
126＄
、、???』
125正
?｜?
00
4：
00
??
R23u
1401隻
140脹 15
20
16．7
4：
00
1.5
1.5
53蔭
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2．01066.≦亭
10013
16
12013
17
21
??
?
??
?
????
15
15
??
438 03催 26÷
1151118
729
951311
00
1.弓
19．1』：
??
1209
2
1209
17
11
??
628
???
901013
52：
100108
?????
82 20
1，
10
15．0
00
733
87唯
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ヤマサンショウウオの産卵状況，卵数及び卵蕊の形態
調査地点9（利賀村：1988年6月15酢(付表1）
調査地点4（大山町有峰：1983年6月3日： 卵嚢の港き数卵列
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調査地点10（白川村：1983年5月20日）
卵嚢の
巻き数卵列
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調査地点5（大山田南峰：1984年6月20日）
卵嚢の
巻き数卵列
卵嚢卵嚢(m､）卵数死卵数
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卵嚢番号ないものは、対関係不明ご
調査地点7（八尾町白木峰：1998年7月6日：
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